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【発行日】令和2年3月5日(2020.3.5)

【公表番号】特表2019-506761(P2019-506761A)
【公表日】平成31年3月7日(2019.3.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-009
【出願番号】特願2018-510382(P2018-510382)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  12/70     (2013.01)
   Ｈ０４Ｌ  12/28     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｈ０４Ｌ   12/28     ２００Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月24日(2020.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高性能コンピューティング環境でのネットワーク環境において複数のグローバル識別サ
ブネットプレフィックス値を使用するための方法であって、
　ネットワークファブリックを含むコンピュータ環境において、第１のサブネットを提供
することを備え、前記第１のサブネットは第１のネットワークホストチャネルアダプタ（
ＨＣＡ）を含み、前記第１のネットワークＨＣＡは、第１のフラグおよび第１のエンドポ
ートグローバル固有識別子（ＧＵＩＤ）テーブルを記憶する非一時的メモリデバイスと動
作可能に結合される１つ以上のポートを含み、前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブル
は、複数のエイリアス識別エントリを含み、前記複数のエイリアス識別エントリの各々は
、前記第１のネットワークＨＣＡのポートに関連付けられるべき異なるＧＵＩＤアドレス
識別子を表す能力を有し、前記方法はさらに、
　前記ネットワークファブリックから、前記第１のネットワークＨＣＡによって、前記ネ
ットワークファブリックの宛先サブネットを識別する宛先サブネットプレフィックスを含
むヘッダ部分を含む第１のパケットを受信することと、
　前記第１のネットワークＨＣＡが、前記第１のネットワークＨＣＡの第１の物理ポート
から前記第１のパケットを受信することを、
　前記第１のフラグの論理状態を選択的に判断することと、
　前記第１のフラグの第１の論理状態に従って、選択的に、
　前記ネットワークファブリックの前記宛先サブネットを識別する前記宛先サブネットプ
レフィックスを無視することと、
　前記第１のパケットのグローバルルーティングヘッダ（ＧＲＨ）部分を検査して宛先グ
ローバル固有識別子（Ｄｅｓｔ　ＧＵＩＤ）を判断することと、
　前記Ｄｅｓｔ　ＧＵＩＤを前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルに格納された複数
のＧＵＩＤ値と比較することと、
　前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルにおける１つのエントリが前記Ｄｅｓｔ　Ｇ
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ＵＩＤと一致するＧＵＩＤ値を有することに基づいて、前記第１のパケットを受け入れる
ことと、
　前記第１のフラグの第２の論理状態に従って、選択的に、
　前記第１のパケットの宛先サブネットプレフィックス部分を検査して、前記宛先サブネ
ットプレフィックスとデフォルトサブネットプレフィックス値および／または割り当てら
れたサブネットプレフィックス値のうちの１つ以上との間の対応関係を判断することと、
前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルにおける１つのエントリが前記Ｄｅｓｔ　ＧＵ
ＩＤと一致するＧＵＩＤ値を有することに基づいて、前記第１のパケットを選択的に受け
入れることとによって、可能にすることとを備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のネットワークＨＣＡが、前記第１のネットワークＨＣＡの前記第１の物理ポ
ートから前記第１のパケットを受信することを可能にすることは、
　前記第１のフラグの前記第２の論理状態に従って、選択的に、
　前記第１のパケットの前記グローバルルーティングヘッダ（ＧＲＨ）部分を検査して宛
先グローバル固有識別子（Ｄｅｓｔ　ＧＵＩＤ）を判断することと、
　前記Ｄｅｓｔ　ＧＵＩＤを前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルに格納された前記
複数のＧＵＩＤ値と比較することと、
　前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルエントリにおける１つのエントリが前記Ｄｅ
ｓｔ　ＧＵＩＤと一致するＧＵＩＤ値を有することに基づいて、前記第１のパケットを受
け入れることとを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のパケットを受信することは、前記ネットワークファブリックから、前記第１
のネットワークＨＣＡによって、前記ネットワークファブリックの、前記第１のサブネッ
トとは異なる第２のサブネットを識別する宛先サブネットプレフィックスを含むヘッダ部
分を含む第１のパケットを受信することを含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のフラグの論理状態を選択的に判断することは、前記非一時的メモリデバイス
に格納されたエンドポート無視スイッチレジスタの値を検査することを含む、請求項１～
３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のネットワークＨＣＡによって、前記第１のサブネットのローカルサブネット
マネージャ（ＳＭ）から、前記割り当てられたサブネットプレフィックス値を受信するこ
とと、
　前記受信された割り当てられたサブネットプレフィックス値を、前記第１のパケットの
前記宛先サブネットプレフィックスと比較することとをさらに備える、請求項１～４のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　高性能コンピューティング環境でのネットワークスイッチ環境において複数のグローバ
ル識別サブネットプレフィックス値を使用するためのシステムであって、
　ネットワークファブリックを含む関連付けられるコンピュータ環境において、第１のサ
ブネットを含み、前記第１のサブネットは、
　第１のネットワークホストチャネルアダプタ（ＨＣＡ）を含み、前記第１のネットワー
クＨＣＡは、
　複数のポートと、
　前記複数のポートに動作可能に結合され、第１のフラグおよび第１のエンドポートグロ
ーバル固有識別子（ＧＵＩＤ）テーブルを格納する非一時的メモリデバイスとを含み、前
記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルは、複数のエイリアス識別エントリを含み、前記
複数のエイリアス識別エントリの各々は、前記第１のネットワークＨＣＡのポートに関連
付けられるべき異なるＧＵＩＤアドレス識別子を表す能力を有し、前記第１のネットワー
クＨＣＡはさらに、



(3) JP 2019-506761 A5 2020.3.5

　非一時的メモリデバイスに格納されるロジックと、
　前記ロジックを実行するように構成されたプロセッサとを含み、
　第１のパケットが、前記ネットワークファブリックから、前記第１のネットワークＨＣ
Ａによって受信され、前記第１のパケットは、前記ネットワークファブリックの宛先サブ
ネットを識別する宛先サブネットプレフィックスを含むヘッダ部分を含み、
　前記第１のネットワークＨＣＡは、前記第１のネットワークＨＣＡの第１の物理ポート
から前記第１のパケットを受信することを、
　前記第１のフラグの論理状態を選択的に判断することと、
　前記第１のフラグの第１の論理状態に従って、選択的に、
　前記ネットワークファブリックの前記宛先サブネットを識別する前記宛先サブネットプ
レフィックスを無視することと、
　前記第１のパケットのグローバルルーティングヘッダ（ＧＲＨ）部分を検査して宛先グ
ローバル固有識別子（Ｄｅｓｔ　ＧＵＩＤ）を判断することと、
　前記Ｄｅｓｔ　ＧＵＩＤを前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルに格納された前記
複数のＧＵＩＤ値と比較することと、
　前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルにおける１つのエントリが前記Ｄｅｓｔ　Ｇ
ＵＩＤと一致するＧＵＩＤ値を有することに基づいて、前記第１のパケットを受け入れる
ことと、
　前記第１のフラグの第２の論理状態に従って、選択的に、
　前記第１のパケットの宛先サブネットプレフィックス部分を検査して、前記宛先サブネ
ットプレフィックスとデフォルトサブネットプレフィックス値および／または割り当てら
れたサブネットプレフィックス値のうちの１つ以上との間の対応関係を判断することと、
前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルにおける１つのエントリが前記Ｄｅｓｔ　ＧＵ
ＩＤと一致するＧＵＩＤ値を有することに基づいて、前記第１のパケットを選択的に受け
入れることとによって可能にする、システム。
【請求項７】
　前記第１のネットワークＨＣＡは、前記第１のネットワークＨＣＡの前記第１の物理ポ
ートから前記第１のパケットを受信することを、
　前記第１のフラグの前記第２の論理状態に従って、選択的に、
　前記第１のパケットの前記グローバルルーティングヘッダ（ＧＲＨ）部分を検査して宛
先グローバル固有識別子（Ｄｅｓｔ　ＧＵＩＤ）を判断することと、
　前記Ｄｅｓｔ　ＧＵＩＤを前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルに格納された前記
複数のＧＵＩＤ値と比較することと、
　前記第１のエンドポートＧＵＩＤテーブルエントリにおける１つのエントリが前記Ｄｅ
ｓｔ　ＧＵＩＤと一致するＧＵＩＤ値を有することに基づいて、前記第１のパケットを受
け入れることとによって、可能にする、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記第１のネットワークＨＣＡは、前記ネットワークファブリックから、前記ネットワ
ークファブリックの、前記第１のサブネットとは異なる第２のサブネットを識別する宛先
サブネットプレフィックスを含むヘッダ部分を含む第１のパケットを受信する、請求項６
または７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ロジックは、前記非一時的メモリデバイスに格納されたエンドポート無視スイッチ
レジスタの値を検査することによって前記第１のフラグの論理状態を選択的に判断するよ
う、前記プロセッサによって実行される、請求項６～８のいずれか１項に記載のシステム
。
【請求項１０】
　前記第１のネットワークＨＣＡは、前記第１のサブネットのローカルサブネットマネー
ジャ（ＳＭ）から、前記割り当てられたサブネットプレフィックス値を受信し、
　前記受信された割り当てられたサブネットプレフィックス値は、前記第１のパケットの
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前記宛先サブネットプレフィックスと比較される、請求項６～９のいずれか１項に記載の
システム。
【請求項１１】
　コンピュータシステムによって実行されると、前記コンピュータシステムに請求項１～
５のいずれか１項に記載の方法を実行させる、機械可読フォーマットにおけるプログラム
命令を備える、コンピュータプログラム。
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